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CONFIDENTIAL

データ
購入者

data

自動車情報収集
プラットホーム

data
 データ提供範囲

・条件設定
 オーダー受領状況
 ポイント確認

データ
提供者

¥

利用者が自ら

データの第三者提供
を許諾

¥

 EveryMobileの提供

 走行データの提供

 データ解析
 高付加価値化

 高付加価値走行データの再販

¥

自動運転の研究開発に必要な自動
車の走行データを、車種や運転手を
問ずリアタルイムに収集可能になる
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車両データのリアルタイム例
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